
コスタリカにおける、地域産品・技術を生かした
お土産品開発による女性の収入向上プログラム

成果報告

実施団体：One EARTH Project Hiroshima

実施国：コスタリカ

実施期間：2025年2月〜2026年2月

世界の人びとのための  JICA 基金活用事業
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❚事業の目的

•研修で、伝統的なお土産品を外国人観光客向けにアップデートす
るための企画力を習得

•国外でも適正価格で売れるよう、品質改善の指導を行い商品力を
高める

•日本市場への販路拡大に必要な手法・ノウハウを習得し、国内販
売先とのマッチングも検討

•長期的に、ICAPと連携し現地で自立的に創業支援が回る体制（拠
点・仕組み・指導人材育成）を構築し、起業家・クリエイター輩出
につなげる



❚事業概要

• 実施国：コスタリカ

• 活動地域：サンホセ、カルタゴ、エレディア等

• 対象：女性起業家・独立系クリエイター

• 内容：事前調査、集合研修、個別指導、商品開発・販路検討

事業全体の行動プロセス

1. 事前準備・調査（日本）

2. 現地市場・環境把握（コスタリカ）

3. 集合研修

4. 個別指導（伴走支援）

5. 実装・展開フェーズ



❚渡航前の取り組み（日本）

▼オンライン説明会
日程：日本時間2025年2月27日（木） 9:00〜12:00
場所：オンライン開催
参加者：9名（受益者6名、支援者2名、通訳者1名）
内容：
本事業への正式な参加者を募ることを目的に、コスタリ
カ国内の女性起業や独立系クリエイターを対象とした説
明会を実施した。

１オンライン説明会

の実施

参加希望者へのヒア

リングシート

課題整理と研修内容

設計



❚現地活動①市場・環境把握

• 観光地・土産店・文化施設の視察

• 売り場づくり、価格帯、販売手法の確認

• 現地支援機関との情報共有

◆2025年4月20日（日） 視察内容
・アシエンダ・アルサシア（Hacienda Alsacia）
・ラパス・ウォーターフォール・ガーデン
・サルチー村

◆2025年4月19日（土） 14:00～17:00 首都サン
ホセの視察およびミーティング
・Antigua Aduana Marítima（旧海運税関）
・国立公園
・コスタリカ国立博物館
<参加者>
ICAP（中米行政研究所）プロジェクトマネージャー
Ms.Rosales Perez Yerlyn氏 
INAMU(国立女性保護機関) プロフェッショナルオ
ペレーター Ms.Aiza Torres Daniela氏
One EARTH Project Hiroshima代表 牛来千鶴
One EARTH Project Hiroshima 岩本かさね



❚現地活動②集合研修
売れるお土産品づくりをテーマにした講義

「アートとエンパワーメント ～コスタリカ女性がリードするビジネス強化プロジェクト～
コスタリカのアイデンティティを持つ製品と“売れる”商品づくりのポイント」

を実施。

2025年4月21日（月）
時間：8:30〜12：30
場所：中米行政研究所（ICAP） 研修室
講師：One EARTH Project Hiroshima代表

牛来千鶴

受講者：5名（うちオンライン参加2名）
支援機関：

- 中米行政研究所（ICAP）職員2名
- JICAコスタリカ事務所職員3名
- 国立女性保護機関（INAMU）職員1名



❚現地活動③個別指導

2025年4月22日（火）〜22日（木）

１日２事業者、計6事業者の工房・自宅を訪問

商品改善、価格設定、販路の具体的助言



Artesanías Adeney / Adeney Álvarez Serrano（Cartago）



Musaceae Naturale / Elizabeth Solano Vargas（Turrialba）



Fabiola de Ford（Escazú）※ご本人はGuanacasteよりオンライン参加



MARAM EYEWEAR /Mariela Sequeira Acuña（Heredia）



Favus Mellis S.A / Pollen Keepers /Maria Jose Mena Guerrero（San Jose） 



Artes Natú /  Marco Morales Coto（San Jose）

広島のモチーフ
鯉と折り鶴



❚主要成果①活動成果発信
• 中国新聞社（日本・広島を拠点とする主要な
地方新聞社）に掲載

• 広島市へ、コスタリカでの活動内容を報告

• ソアラサービス公式HP、SNSで発信

• 代表、担当者個別SNSでの発信



❚主要成果②販路・輸入検討
• コスタリカ産はちみつの輸入可能性を検討

• 複数企業へのサンプル送付

→取引未成立

▼サンプル配布先

GYRO HOLDINGS Co., Ltd.（外食企業） https://gyro.holdings/
Silky Style（美容関連商材・機器製造） https://www.silky-style.com/
Aguit Co., Ltd.（食品関連ECショップ運営、六次産業化支援） https://www.agit.co.jp/
Nine Tails Co., Ltd.（総合コンサルティング業） https://nainetails.com/

https://gyro.holdings/
https://www.silky-style.com/
https://www.silky-style.com/
https://www.silky-style.com/
https://www.agit.co.jp/
https://nainetails.com/


❚主要成果③国際コラボ商品開発

1．蜜蝋燭

Pollen Keepers × EARTHHiroshima

空気を清浄に保ち、花粉症への効果があ
る蜜蝋でできた蝋燭は日本での販売の可
能性を感じ、商品化を検討。

国内リサーチを行ったところ、既に類似
品が多数存在し、差別化を図ることが容
易ではないことが判明。

また、日本の生活様式に蝋燭を取り入れ
ることもハードルが高いため断念した。



❚主要成果③国際コラボ商品開発

2．バナナ樹皮カーネーション

Musaceae Naturale × EARTHHiroshima

2026年4月10日より
日本でテスト販売

取扱店舗
・ひろしまIPPIN本店
・EARTH Hiroshima公式オンラインショップ
販売価格：1,980円
製造数：80本限定

size
茎の長さ：25cm
花：円周 21cm／高さ 5cm

日本の母の日（5/10）
日本の母の日は、毎年5月の第2日曜日に行われる。日
頃の感謝を伝える日として、プレゼントやメッセージ
を贈る習慣がある。
定番ギフトのひとつがカーネーションで、母の日の象
徴として広く認知されている



エリザベスさん基本製品

❚開発経緯

❚主要成果③ 国際コラボ商品開発



•バナナ樹皮の造花は、製造工程において
繊維を割いて編み込む作業が不要
→短時間で製造でき、価格を抑えられる
→日本へ輸送しても販売価格が高くなりにくい

・バナナ樹皮素材の雑貨は日本では珍しく、差別化が可能
→バラの造花をそのまま販売するだけでは販売が難しいと判断

•日本市場での売り方として、
用途・季節イベントに紐づく商品が有利と整理
母の日需要に合わせて、
カーネーション（造花）を開発する方針に決定

バナナ樹皮という独自素材 × 母の日（カーネーション）という切
り口で、販売可能性が高いと考えた

❚バナナ樹皮フラワーコラボ

❚主要成果③ 国際コラボ商品開発



❚試作過程
現地でその場で制作してもらい、初期サンプルを確認。

花（額・花びら周辺）のクオリティを改善

❚主要成果③ 国際コラボ商品開発



❚試作過程
•茎の素材は「天然素材」か「廃材活用」かを検討した
•長さの均一化と耐久性を優先し、廃材活用を採用した
•茎の部分に樹皮を巻き、自然素材らしい見た目に仕上げた

❚主要成果③ 国際コラボ商品開発



❚試作過程
樹皮は植物染でカラフルに

▼花びらの染色素材（自宅で採取した花を使用）
•ハイビスカス（ジャマイカ）
•アマポーラ（ケシの花）
•Clavelón（八重咲きカーネーション）
•ウコン（ターメリック）

▼茎と葉を覆う繊維の染色素材（自宅で採取）
•Azul de mata（アスール・デ・マタ）

❚主要成果③ 国際コラボ商品開発



❚試作過程
•素材や、制作過程を動画と仕様書でチェック

❚主要成果③ 国際コラボ商品開発



❚取り扱い店舗
ひろしまＩＰＰＩＮ本店
2026年4月15日から販売開始

❚主要成果③ 国際コラボ商品開発

＜担当者の声＞
コスタリカとのコラボ、サスティナブルで、
バナナ樹皮という珍しい素材に強く興味を持ちました。

世界遺産原爆ドーム横にある
広島市内中心部のお土産ショップ
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